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ナチ時代における間関教育研究の現状と課題

1. はじめに

本稿は、ドイツ新教育の主要なー領域である［田閤教育jがナチ時代に追った過程に関

する研究の現状と課題について論じることを目的とする。この場合の f盟関教育Jとは、

ヘルマン・ l）ーツ（HermannLietz, 1868-1919）をその説始者とするドイツ凹

(Deutsches Landerziehungsheim）系の一連の学校における教育実践がその中心であるが、

同時に、ドイツ回国教育舎から多大な影響を受けて公立学校を対象として実施された、

校間閤寮（Schullandheim）における教育実践も念頭に量いている。このような自菌教育と

は、実生活からかけ離れて文化的にも f窒落jした都市を子どもたちの教育の場所として

は否定的にとらえ、それに代わって田園地帯において実施される共再生活の中で行われる

教脊の中にこそ、子どもたちにとっての理想的な教育を見出すことができるという立場に

ものとしてまとめることカぎできょう。

最初にドイツ田盟教脊舎の草創期からナチ時代までの史的経緯について境観したい。周

知のようにリーツがドイツ田園教育舎 る直接の契機となったの辻、イギリス人セ

シル・レディ（CecilReddie, 1858-1932）が創設したアボッツホームめ学校で教師をして

いたことに求められる。イギワスから帰国したリ…ツは、 1898年に初級段階のイルゼン

ルク校（IIsen burg）、 1901年に中級段階のハウピンダ校（Hauもinda）、そして 1904年に

上級段階のど…パーシュタイン校（Bieberstein）を相次いで、設立し、これらの 3校はドイ

ツ田園教育舎の恕源として位置付けられることになる。その後 1906年にリ…ツとの不和

からハウピンダ校を したグスタフ・ヴィネケン（Gustav Wyneken, 1875…1964）、パ

ウル・ゲヘープ（PaulGehee弘1870-1961）、マルテイン.Jvゼルケ（MartinLuserke, 1880 

-1968）らは、チューリンゲン地方の山間部にヴイツカースドルフ自由学校共同体（Freie

Schulgemeinde Wickersdorf）を創設することになり、また 1910年にゲヘ…プは、ヴィネケ

ンとの不和からヴイツカースドルブ自出学校共同体を辞して新しくオーデンヴアルト校

( Odenwaldschul討を開校する。このような対立関係をもその要因として田開教育舎系の

学校が薪しく創設されていったのであり、リーツとの藍接的な関孫をもたないものも含め

て、 19世紀末からヴァイマール時代にかけて間関教育舎系学校がドイツ全域に拡大されて
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江頭智宏

いくことになる。

ナチ時代記おいて回関教育舎系学校は多援な経緯を辿ることになり、ファイデルロメル

ツはこの時期の状況を、 「向調j (Anpassung）と「抵抗j (Widerstand）ととらえている。

オ…デンヴアルト校と校長ゲヘーブを始めとして、多くの回国教育舎系学校が廃校に追い

込まれると共に指導者たちは霞外亡命を余儀なくされる一方で、たとえば 1933年 9月24

日に、 G校のヘルマン・ 1）－ツ学校を中心として、ゾワング回関学寮、南ドイツ田龍学寮

ショ…ンドルブ、ザーレム域校などが連合して、 「ドイツ田園教育舎ライヒ組合j

( Reichsfachschaft Deutsche Landerziehungsheime）が創設されたことに見られるように、一

部で辻ナチスに対する協力も表明されることになる山。ただしナチ時代にドイツ関内で存

続した田爵教育舎系学校も、第二次世界大戦の時期になると、「ナポラJ(Nationalpolitische 

Erziehungsanstalt）へと転換された号、強制約に公立学校化されたり、あるいは fドイツ私

立学校ライヒ組合jに組み込まれたりといった過程を辿ることになる。ナチ時代にドイア

国内で存続した田題教育舎系学校を如荷にとらえるかということ辻、研究史上において重

として残っている

ナチ時代における田園教育に関する研究史の整理において、ともに草創期から現代まで

の問題教育舎系学校についての研究史を

fドイツ回国教育舎研究

したハンゼン＝シャベルクの論縞（2）と、山名

型寄信制学校の秩序形成－』における研究史

の整理（わが大いに参考に会るものである。ドイツ田園教育舎の現代的意義を探るための手

段としてその控史的経韓について四顧したハンゼンコシャベルクは、ドイツ田間教育舎の

発援段階を 4段階に分けている。それによると、第 l期が最初のドイツ問題教育舎イルゼ

ンブルク校の設立（1898年）からリーツの没年（1919年）までの時代、第 2期がヴァイ

マー jレ時代、第 3期がナチ時花、そして第4期が第二次世界大戦後から現代、と区分され

る。その中でも本稿が対象とする第 3期については、ナチ時代において継続して存続した

側面とドイツでの教育活動を中立して亡命した側面とを合わせもつ問題教育舎と、公職を

追放されたユダヤ人らがエダヤ人子弟のために新設した田間学寮の 2つに研究領域を分け

ている。彼女の論稿が番かれたのは 1994年であるが、ドイツ自国教脊舎の研究は多くが

第 1期に集中している一方で＼第 3期の研究は穫少であるとしている。その中において、

剖間教育舎に関する研究として後述するシャーレイの研究（4）を、また田園教育舎と田理学

寮の双方にまたがる f亡命教育jの研究としてブアイデル口メルツ仰を挙げている。

ファイデル＝メルツの研究は、ヒトラー内問の成立をもってドイツ新教育が終鴬したと

とらえてきたシャイベやレ…ルスらによる諸先行研究に対する批判の上に立って、ナチ時
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ナチ持1-tにおける田園教育研究の現状と課題

代に国外亡命に踏み切った新教育 ちの について明らかにした先駆

的業績である織。ナチ時代に焦点を当てたことが復女の研究における商期的な点であった

と替え、従来の研究において光が当てられてこなかったナチ時代に為っても継承されたド

イツ新教育の遺産について多大会話笹を見出していることが窺える。

回国教育舎運動の怯読を受け継いだ、そのようなナチ時代の「亡命教育j

在を踏まえたうえで、近年その研究蓄積が著しいといえる、ナチ時代にドイツ田内で存続

した自国教育舎系学校と学校田悶寮の研究史について論じるものとする。

2鑓 Fイツ盟内で押紙した自国教曹の締究史

以下、ナチ時代においても議読してドイツ閣内で存続した田問教育の研究史を取号上げ

る。その中でも、ナチスに対して最も積極的に協調の姿勢を示したヘルマン・ワーツ

を中心としながら、一旦は廃校となるものめかつての田頭教育舎系学校を f継承Jしてヒ

トラ…政権下で新しく開校されたオーデンヴアルト共同体（GemeinschaftおrOdenwald) 

とヴイツカ…スドルフ学校共開株（SchulgemeindeWickersdo問、およびナチ時代にその

f重要性jが強調された学校田麗寮の所究史を取り上げる。

( 1 ）ヘルマン・リーツ学校

1933年 9月24日にドイツ回閤教青舎ライヒ組合が結成された際、ワーツの車系

群であるヘルマン・リ…ツ学校は、ハウピンダ校、ピーパーシュタイン校、ゲベゼ

エッタ…スブルク校、プヘナウ校、シュピーカ…オーク校の 6校が、ドイツ回関教育舎ラ

イヒ組合に名を連ねた。その創設以来四国教育舎系学技の中もにあったヘルマン・リーツ

学校は、ナチ時代においても存続した田顕教育舎系学校の中核にあったと替える。以下、

研究史におけるナチ時代のヘルマン場リ…ツ学校の位置付けについて、とちわけ総指揮官

アルフレッド・アンドレ…ゼン（AlfredAndreesen, 1886-1944）を中心として論じるもの

とする。アンドレ…ゼンは、 f教育jゃ f生活と労働j、ならびに 1935年の論文集

ルマン・リーツ一回顕教育舎の創始者－jを始めとする各論稿の中でヒトラーとリーツと

の間の精神的親縁性を繰り返し操開させており問、極めて「論争的Jな人物であると

る。 1934年の f教育j第9号にも採録された、 1 lJ…ツが教育的に追求したものを、ヒト

ラーが政治的に寅撤させたjという、講演での発替は、その最も象態的なものである。

ハンゼンヱシャベルクは前揚の番の中で、先述したように、ナチ時代の田閤教育舎系学

校を、 「同調」と「抵抗jという構図においてとらえている。抵抗した一連の
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江 頭智宏

に対して、ナチスに同調した田園教育舎系学校としてヘルマン・リーツ学校を指摘してい

る。ただ彼女の場合は、同調した田園教育舎系学校とは、 「亡命教育jに対しての飽くま

でも補足的な位置付けである。ハンゼン＝シャベルクは、 『教育Jや『生活と労働』に掲

載されたアンドレーゼンの主張を根拠として、アンドレーゼンとヘルマン・リーツ学校が、

ナチスを主体的に支持していたことを確認しているが、そもそもリーツの時代からヘルマ

ン・リーツ学校は、伝統的に民族主義を主張し、非ドイツ的なものを排斥していたことか

ら、アンドレーゼンがリーツの教育思想・教育実践を単純に改悪したとは言い難いと述べ

ている。また、すでにヒトラー内閣の成立以前から生徒集会の権威的再編制やヒトラー・

ユーゲントの導入がヘルマン・リーツ学校において実施されていたことに見られるよう

な、ナチスに対するアンドレーゼンの協力の理由については、ヘルマン・リーツ学校が独

立性を保持し、 「ナポラjへの転換を防止するためであったとしている（8)0

ヘルマン・リーツ学校の保身のためにナチスに同調したという見解は、ケレンツがとり

わけ強調しているものである。ケレンツは、ヴァイマール体制の批判者であったアンドレ

ーゼンはナチスに抵抗する精神的素地が脆弱であったとしつつも、ナチスへの同調は、ヒ

トラー内閣の成立直後から新教育に根差した諸学校が徹底した弾圧の対象とされたこと

を背景とした、政治的な対抗処置がその主要理由であったと述べている。アンドレーゼン

が『生活と労働』ゃ『教育』の誌上で再三にわたってナチスを支持ないし賞賛していた理

由は、アンドレーゼンにとって、ヒトラ一政権下において田園教育舎系学校の「存在の正

当性」 (Existenzberechtigung）を獲得することが最重要課題であったからであるとされる。

またヘルマン・リーツ学校の存続は、リーツやドイツ全土の田園教育舎系学校、ならびに

学内の生徒や教師らに対する、総指揮官自身の「責任j (Verantwortung）の意識に拠ると

ころも大きかったと考えられている（9)0 こうしたハンゼン＝シャベルクとケレンツの見解

に共通するのは、公刊された雑誌を出典としてヘルマン・リーツ学校とアンドレーゼンに

よるナチスの支持を取り上げたうえで、その主要理由を、ドイツ田園教育舎を存続させる

ための手段に求めている点である。

チューリンゲンの地方教育史の観点から、ドイツ新教育の伝統とナチスの教育政策の関

係を考察することを目的としたレザノフスキーも、ヘルマン・リーツ学校とアンドレーゼ

ンを取り上げた。周知のようにチューリンゲン州は、ドイツ田園教育舎やベーター・ベー

ターゼン（PeterPetersen, 1884-1952）のイエナ・プランの発祥地といったドイツ新教育運

動の中心地であったとともに、ヒトラー内閣の成立以前に内務省と国民教育省にすでにナ

チスが入閣していた州であったこともあり、ドイツ新教育の伝統とナチスの教育政策との
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ナチ誇代における田園教育研究の現状と議題

関f系を按証するうえで格好の地域でおったと言えよう。当論文で辻、ナチスへの協力関係

を示した［ドイツ田閣教育舎ライヒ組合jにおけるアンドレーゼンの譲説が主たる分析対

象となってお号、ヒトラ…内閣の成立をもってつーツの教育思想が実現されたと考えたア

ンドレーゼンにとって、強制的同質化と「主格的な強範的肉質化」 ( Selbstgleichschaltung) 

とが開時並行的に進行したとしている。そしてそのことがヘルマン・リーツ学校のナチス

への向調を容易にもたらしたと指接しているが、確信的にアンドレーゼンがナチスを支持

していたのかという点については留保している。ただいずれにせよ、チュ…リンゲン？、！？の

伝統的な新教育運動がナチスの教育政策と密接に したことは、チューワンゲン州のよ

き伝統の喪失につながったと結論付けている。また、レザ、ノフスキ…の研究において注詰

き点は、ドイツ新教育とナチズムとのイデオロギー的親近性を賠まえたうえで、ナ

に存続した間関教育舎系学校がその内容や目標において果たしてナチズムと一致し

ていたのか、あるいは学校の日常生活のレベルではどうであったのかというミク口なレベ

ルでの問いの重要性を提起していることであるけがただし彼の論文の中で辻、この点、にま

で考察が進められているとは替えず、チューワンゲン州の学校において、 f人種学jなど

くなったという指撲にとどまっていると替える。

最初のドイツ田閤教育舎イルゼンブルク校の設立から 100題年を記念して 1998年 6月

23自にワューネブルク大学で行われた、ナチ時代の田園教育舎系学校に関する

なっているアルアァイの論稿も、アンドレーゼンとヘルマン・ 1）…ツ学校に中，心的な焦点

が当てられている。アルファイは、ヴァイマール時代末期からナチ時代という遊技期の問

題教育舎系学校におけるキーパ…ソンとしてアンドレ…ゼンをとらえており、公判された

雑誌出抜物の記述内容にのみ持詑するのではなくアンドレ…ゼンの動向全体に臼を向け

て分析すべきことを主張している。ただアンドレ…ゼンに対する評鶴からは距離を置いて

おり、ナチスへの再調の背景として、密告者の苓在なども押さえなければならないといっ

を強調している。アルファイの論稿はナチ時代の自国教育舎系学校の全体後を対象と

した論稿でもあり、各自欝教育舎系学校は共通の基盤をもちながらも、ヘルマン・リ…ツ

学校に代表される右派的田醤教育舎と、オーデンヴアルト技などの左派的間関教脊舎とで

は異なった経緯を辿った点について詰及している（ll}O

政治的背景やナチスによる庄カからやむを得ず間関したというアンドレーゼン像の書

き換えを日的とした研究としてケーニッとが挙げられ、彼はアンドレーゼン岳身が確信的

なナチスの支持者であったというテーゼを打ち出した。ケーニッヒはアルファイと同じ

く、ナチ時代初期における公刊された雑誌に掲載されたアンドレ…ゼンの論稿に史料が限
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定されていることに先行研究の不備を求めており、そのうえで彼はベルリン連邦文書館の

未公刊史料等をも駆使している。その中で最も視覚的に訴えている史料は 1937年にアン

ドレーゼンがナチスに入党した際の党員書であり、他にもナチス教員同盟への加盟や突撃

隊への加盟を諸資料から明らかにしている。またナチ時代のアンドレーゼンの活動自体に

も目が向けられ、ブヘナウ、シュピーカーオーク、ビーバーシュタイン、ハウピンダの各

校を事例として、ヘルマン・リーツ学校をヒトラー・ユーゲントの活動場所として主体的

に活用していた点を明らかにすることを通じて、アンドレーゼンに確信的なナチズム信奉

者としての根拠を見出している（12)o 極めて明快な論調であるが、 「確信犯」としてのアン

ドレーゼン像を描き出すことに傾斜しすぎており、さらに「確信犯jとしてのアンドレー

ゼンを描くに当たっては入党証などの史料では十分ではないと言える。

( 2）オーデンヴアルト共同体

オーデンヴアルト共同体は、 1934年のオーデンヴアルト校の閉鎖を受けて、オーデンヴ

アルト校の教師であったハインリヒ・ザックス（HeinrichSax）やヴェルナー・マイヤー

(Werner Meyer）らを指導者として新たに開校された学校である。田園教育舎系学校とそ

の指導者に関する文献を整理した『ドイツ田園教育舎文献目録』の中で、オーデンヴアル

ト共同体は次のように述べられている。「（オーデンヴアルト校の存続を求める－引用者）

両親たちの要望に応えて、極めて縮小された規模ではあるが、ハインリヒ・ザックスの指

導のもとオーデンヴアルト共同体という名前で、ナチスとの絶え間ない衝突の中で存続し

た。 1939年 3月まではかつての方法に従って、オーデンヴアルト校のカリキュラムが存続

したJ(13) 0 規模は縮小されたものの、オーデンヴアルト共同体が、オーデンヴアルト校の

特徴を多く受け継いでいたことが窺える。

オーデンヴアルト共同体に関する研究として、管見の限りシャーレイが挙げられる。彼

の研究は、ヒトラー内閣の成立からオーデンヴアルト校の閉鎖までの聞に、オーデンヴア

ルト校が強制的に「転換」 ( Transformation）されていく過程（具体的にはオーデンヴアル

ト校がその特徴とした男女共学や生徒集会などの喪失）に主たる焦点を当てたものである

が、その後の経緯として、スイスに亡命したゲヘープが開校した人間性の学校とともに、

オーデンヴアルト共同体についても言及されている。シャーレイは当著を著した理由のひ

とつに、ヒトラー政権下における新教育に根ざした学校に向けられた人間の本性的な興味

を挙げている (14)0 

シャーレイによれば、人間性の学校とオーデンヴアルト共同体は、その指導者の問で協

A
斗
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ナチ時代にお汁る田園教育期究の現状と課題

調関採が保たれており、決して単に対立するものとしてのみとらえられるものではなかっ

た。むしろザックスやマイヤーらは、才一ヂンヴアルト共同体において、かつての才一ヂ

ンヴアルト校に主ける教育的遺産やゲヘープの精神を守ることを積極的に試みていたこ

とが述べられている。その一例として柔軟会コース・システムの採患や、ハイル・ヒトラ

式挨拶の担純などが挙げられる。ナチ時代にあっても一定程度の自治をヘッセンナ！？

に要求しており、そのためオーデンヴアルト共間体は f美しく、隠過した島Jであったと

ある教師辻述べている。その一方でオ…ヂンヴアルト校からの改変も確実に見られた。渡

によっても指摸されているところであるがく15）、オーデンヴアルト校の最大の特徴であ

り、オーデンヴアルト共同体も若干は受け継いでいた男女共学は漸次的に蕗止され、また

ユダヤ人生徒の数も急激に減少したc ゲヘープの精神を生かしつつもナチスの教育政策を

しなければならない状況を象徴するものとして、シャーレイはオ ヴアルト共同

体が作成したパンフレットの中に諸矛着が現れてきたことを挙げているけ6）。このようなシ

ャ…レイの研究から辻、オ…デンヴアルト校の遺産を維持することを目的としながらもヒ

トラ一政権下での存続が主上命題とされた、矛腐を抱えた学校であったというオ…デンヴ

アルト共用体の像が窺える。

( 3）ヴィッカースドルフ学校共同体

ヴィッカースドルフ学校共同体とは、ピトラー内関成立の lヶ}j前の 1932年 12丹に早

くも閉鎖された自由学校共同体ヴイツカースドルブの後を受けて、校長パウル・デ…リン

グ（PaulDoring）の下で 1933年4月に開校した学校である。前掲した『ドイツ問題教宵合

文鼓目録jにおいて、ヴイツカ…スドルブ学校共間体は以下のように記されている。「1933

年からは（昌吉学校共同体ヴイツカースドルフとは一引用者）全く違う形態で、パウル・

デ… 1）ングの指導のもと学校共同体ヴイツカ…スドルフとして、ナチスの教育要求に依拠

しながら存続したj(17）。この記述から、オーヂンヴアルト共同捧と比較して、ヴイツカ

スドルブ学校共同体ので詰ナチスとの協調関係がより成立していたことが窺える。

ヴイツカ…スドルフ学校共同体は、チュ…リンゲンナト！の地域教育史を対象としたレザノ

フスキーが前掲論文の中で、その全体的持徴について取与上げている。被の記述は 1938

年に出張された fヴイツカ…スドルブの過去と現在jに依拠したものであり、ヴイツカー

スドJvフ学校共同体では全体を通じてナチズム的世界観に基づいた教育がなされるよう

になり、具捧的には性格教青や自己規律が重んじられ、かっ人種主義的が没透していたこ

とをどが述べられている（18）。このように、ナチスの教育政策に適合した学校として、レザ

z
，w 
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江頭 智宏

ノフスキ…はヴイツカースドルフ学校共間体を位置付けているc

また筆者は知のところで、ドイツ青年運動文書鑓所蔵の史料によりながら、学校共同体

ヴイツカースドルフの開校から 1938年までの経緯を取り上げた。その中で辻、

非ヴイツカースドルフ泣自由学校共同体ヴイツカースドルフの百定の上にあったとしつ

つも、自由学校共同体ヴイツカースドルブから受け継がれた教育理念とヒトラー政権下で

提唱された教育上のイデオロギーとが浬然一体としていた学校であったことを明らかに

した。そして、単純にナチズム的世界観に基づいた教背が実施されていた学校であるとい

うよりも、告自学校共同体ヴイツカースドルフの理想をとトラ一政権下で提唱された教育

イヂオ口ギーに結び付けようとした学校であったと結論づけた（1針。

( 4）学校関罰事

学校田屋寮とは、とりわけ大都市にある学校が、学級単枇や学年単金で一定期間田園地

域へと赴き、間関地域のもつ豊か

とを目的とするために田露地域に

を利用することによって教育の深化を留るこ

られた教育施設のことである。具体的な教育活動の

内容としては、狭義の授業を姶めとして、体操、スポ…ヅ、水器、散策、遠足、音楽、

顔、読帯、菜園活動、集田での話し合い、といったものを挙げることができ、こうした

に従いながら、児童や生徒は数日需ないし数週間、教師とともに岳黙の中で共同生活

を経験するのである（20)0

現代の学校教育に対するオールタナチイブな教青実践としての学校田富寮に関する研

究は数多く見られるものの、学校田開寮の歴史に対象をさきてた研究は管見の限りそれほど

多く見られるものではない。以下、いずれも通史の はあるが、ドイツにおける先行

研究として 3点挙げる。第 lに、ドイツ学校田園寮全回連盟が出版したハンドブックであ

る f学校出関寮における教育Jの中で、学校田関寮の通史を描いたクルーゼの論稿が挙げ

られる。その中でクルーゼは、ナチ時代の学校出関寮の特徴として、制度的に唆味であっ

たヴァイマール時代と比べて、より明確に制度化されていくという点を指摘している（21)0

乏に、ワトケの繍集になる fバイエルン教育制度史ハンドブックjの第 4巻は、年代ご

とに編纂された第 1～3巻とは異なち各項目別にバイエルンの教育鵠麦史を対象としたも

のであるが、その中でベーテックが学校田富寮の通史を担当している。とくにナチ時代に

おけるバイエルンの学校田盟寮の特徹として児童生徒に民族意識を強く語義させること

が課題とされた点を明らかにしている（22)0 第 3に、ドイツ学校田闘寮全国連盟は鍔立 75

j笥年を記念して、機関誌 f学校出題寮jに4聞にわたって通史を揖載し、その第 2回目に

… 26-
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ナチ時代における田園教育研究の現状と課題

おいてにケ…ニッとが、ヴァイマ…ル時代末期からナチ時代の学校田圏寮を取母上げてい

る（23)0連邦文書館等の未公刊史料によりながら、学校盟問寮がナチズム棒舗の内部へと取

り込まれていく過程に引いて詳組に書かれているが、クロロジカんな史実の列記といった

鶴揺が強く論文の形式をとったもので；まない。また以上のようにナチ時代を対象とし

校田菌寮は、実施主棒であるドイツ学校田園寮全国連盟の鵠から主に欝かれていることが

窺える。

また筆者も却のところで、ベルリン連邦文書館とバイエルン中央州立文書館の史料に依

拠しながら、ヴァイマール時代からナチ時弐にかけての学校田園寮について取り上げた。

の中でナチ時代については、第 5自のドイツ学校四国寮全由連盟の会議を通じて学校回

「重要性」が認識され、その後学校旧関寮が、ナチス教員同盟とライヒ

部の内部へと統合されていく過程について明らかにした併同

以上のように、ナチ時代にドイツ国内で存続した田閤教育舎系学校および学校田閤寮の

研究は、管見の限りではあるが、 199む年代になってからヘルマン・リーツ学校を中心とし

て研究が進められたと言える。一方でその飽の学校については、まだ依然として研究が強

まったばかりであると言える。

3“今後の課題

とトラー内閣の成立後、ドイツ薪教育に根差した多くの教育機関が弾在の対象となり間

接された一方で、ドイツ国内において存続した一部の田富教育会系学校や学校田園寮に

する研究は、重要な課題として残されていると考えられる。その理由は、田閤教育舎系学

校や学校田園寮がナチスに単に（向調jしたという次元にとどまるところにあるのではな

く、厳格な視学官制度を敷いたヒトラ…政権下にあって、ぞれらがナチ俸制にまさしく適

させる形で改変された上で存続したという点にある。すなわちナチ持代においても継続

して存在したと言っても、自彊教育舎系学校や学校田園寮は、以前の教育目標・

をそのまま保っていたのではなく、そのことから、言うまでもなくナチスはドイツ

に根差した教育機関を閉鎖へと追い込むことによってドイツ新教育を廃止した一方で、ド

イツ新教脊を都合よく利用していくことによってドイツ新教育を境止していったのでは

ないかという観点を筆者はもつものである。こうした観点は、ヒトラ…内閣の成立をもっ

てドイツ新教育が終需したとする視角仰や、ドイツ新教育とナチズムとの親線性を強課す

る視角（26）からは導き出されるものではない。また比較のよでも、ナチ時代における

一主7-
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f抵抗教育jの研究は極め

「抵抗jした左派的毘

るが、ハンゼンココシャベルクやアルファイのように

と f再調jしたお派的田園教育舎という枠組みでとらえた

のでは、問題の単純化につながりかねをいと られる。さらにオ ンヴアルト校を研

したシャーレイは研究の理由を人間の自然な興味に求め、ケ…ニッヒもアンドレ…ゼン

の過去を暴くとい。た傾向に嶺斜しており、また学校田爵寮に関する研究も自らの通史を

描くということに重きが置かれてきたなど、ナチ時代の出問教育舎系学校や学校旧国寮を

対象とした研究においても、ナチスに利用されることによって廃立されていったという新

教育の問題は十分に意識されてきたとは言いがたい。さらにこの問題は、ナチスは実際に

自らの教育理念が橿めて空患であったという側顕や、エルカースらによって指摘されてい

るドイツ新教育のアンゼヴァレントな側面（27）によって補強されるものであると言える。

またヘルマン・リーツ学校の研究史の中で示したことであるが、先行研究においては、

ンドレ…ゼンが主体的にナチスに協力関係を示したのか、あるいはドイツ田閤教

育舎の保身のために協力関係を余儀なくされたのかという点が重要な課題として位置付

けられている。もちろん筆者もこうしたアンドレーゼン自穿の行動に関する問題法重要な

課題として認めるものであるが、アンドレーゼンの f向調jを問題とするあまり、ヒトラ

一致権という権力の発動者に関する視点が抜け務ちてしまっているのではないかと考え

られる。ナチ時代にドイツ間内で存続した間関教育舎系学校や学校出題寮に関して、 γ ク

口なレベルでのとトラ…政権側からの意留を明確にしながら、ヘルマン・ 1）ーツ学校だけ

ることなしミク口なレベルでの個別の教育機関の具体的な教育内容や日常生活にま

で立ち入った研究が今設の課題とし されていると ょう。

【注｝

( 1 ) Feidel－・・Mertz,日ildegard:Schulen im Exil. Die verdriingte Piidagogik nachl933(kiinftig: 

Schulen im Exil), Reinちeek1983, S.25-33. 

( 2 ) Hansen-Schaberg, Inge: Haubinda. Die Keimzelle der Landerziehungsheimbewegung, in: 

Rohrs, Hermann/Pehnke, Andreas(Hg.）： ρie Reform des Bildungswesens im Ost幽 WestDialog. 

Geschichte, Auj初hen,Probleme, Frankfurt am Main 1994, S.103-115. 

( 3）山名葎 fドイツ田園教育舎研究－ r田菌j翠寄宿制学校の秩序形成－j議問書房、 2000

年、 12…18

( 4 ) Shirley, Dennis: The Politics of Progressive Education. The Odenwαldschule in Nazi 

Germany, Cambridge/Massachusetts/London, Harvard University Press, 1992. 
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( 5 )Feidel-Mertz, Hildegard: Schulen im Exil; Ders.:Padagogik im Exil nach 1933. Erziehung 

zum Oberleben, Frankfurt am Main 1990.なお、ハンゼン口シャベルク辻、第 3期の研

究として、ヘアリンゲン田宮学寮に るシャハネの研究（Sぬachne,Lucie: Erziehung 

zum geistigen Widerst，αnd. Das jiidische Landschulheim Herrlingen 1933 bis 1939, Frankfurt 

am Main 1986.）にも触れている。

( 6）上記以外のブアイデjし口メ jレツの研究として、粍idel

Die verdr誌n嘉teP語dagogik1933削 1945,in:Keim, Wolfgang (Hg.): Padagogen und Padagogik 

im Nationalsozialismus. Ein unerledigtes Problem der Erziehungswissens℃haft, Frankfurt 

a思 Main/Bern/NewYork/Paris 1988 S.161・178.が挙げられる。また「亡命教育j研究

の動向紹介として、 Keim,Wolfgang: Verfolgte P泌agogenund verdrangte Reform-

padagogik, in: Zeitschr（井戸rPiidagogik, Jg.32(1986), S.345-360.ファイデル＝メルツの硫

を参照して小峰氏も f亡命教育jの遺産の重要性を主張している（小峰総一郎 fベ

ルリン新教育の研究J 2002年、 516-527 。

( 7) Koerrenz, Ralf: Hermann Lietz. Grenzganger zwischen Theologie und Pad，αgogik. Eine 

Biographie, Frankfurt am Main 198立S.12.

( 8) Feidel-Mertz，日ildeg滋rd:Schulen im Exil, S.25f. 

( 9 ) Koerrenz, Ralf：おnderziehungsheimein der Weimarer Republik. AlfトedAndree. is Funk幽

tionsbestimmung der Hermann Lietz-Schulen im Kontext der Jαhre 1919 bis 1933, Frankfurt 

am Main 1992, S.226-240. 

( 10) Lesanovsky, Werner: Schulreformerische Traditionen und nationalsozialistische Schulpolitik, 

in: Heiden, Detlev/Mai, Gunther(Hg.): Nationalsozialismus in Thiiringen, Weimar/ Koln/ 

Wien 1995, S.3ヲ9-420;Ders.:Was Lietz p泌agogischerstrebte, hat Hitler politisch <lurch-

gesetzt. Schulreformerische Traditionen und nationalsozialistische Schulpolitik in Thiiringen, 

in:Zeitschrift fiir Pad，αgogik, Jg.44(1998), S.523-542. 

( 11) Alphei, Hartmut: Idylle zwischen Verweigerung und Verstrickung. Die Landerziehungsheime 

in der Zeit des National粉 zialismus,in:Ziegenspeck，おrgW.（司g.):Eine /dee wird Hundert. 

100 Jahre Landerziehungsheime in DeutschlandラLiineburg1998, S.27-40. 

(12)K凸nig,E三訂lheinz:Nur angepasst oderめerzeugterNationalsozialist? Alf詑dAndreesen und 

die Landerziehungsheime im Nationalsozialismus. Zur Revision eines予語dagogischenMythos, 

in:Jahrbuch ur Historische Bildung毛forschung,Jg.7(2001), S.61-88. 

( 13) Sc主warz,Karl (Hg.) :Bibliographie der deutschen Landerziぬ mgshein民 Stuttgart 1970, 
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S.207. 

( 14) Shirley, Dennis: The Politics of Progressive Education, p.4. 

(15）渡漫隆信「20世紀初頭ドイツにおける男女共学の実験ーオーデンヴアルト校生徒の日

常生活－J 『兵庫教育大学研究紀要第 1分冊』第 18巻（1998年）、 54頁。
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( 17) Schwarz, Karl (Hg.): Bibliographie der deutschen Landerziehungsheime, S.250. 

( 18）注（10）の文献参照。

(19）拙稿「1930年代における学校共同体ヴイッカースドルフ」 『飛梅論集』 （九州大学大

学院人間環境学府教育学コース）第 3号（2003年）、 129-143頁。

(20）拙稿「ヴァイマール時代におけるシュールラントハイムの活動状況についてーその多

義性・多様性を中心として－J 『国際教育文化研究』 （九州大学大学院人間環境学研

究院国際教育文化研究会）第 3号（2003年）、 15頁。

(21) Kruse, Klaus: Zur Geschichte der Schullandheimbewegung und Schullandheimp誌dagogik,in: 

Verband Deutscher Schullandheim e. V. (Hg.): Piidagogik im Schullandheim. Handbuch, 

Regensburg 1975, S.11-108. 

(22) Petek, Edwin: Schullandheimbewegung, in:Liedke, Max (Hg.) :Handbuch der Geschichte des 

Bayerischen Bildungswesens, 4. Bd., Bad Heilbrunn/OBB 1997, S.109-124. 

(23)Kりnig,Karlheinz: 75 Jahre Schullandheimbewegung. Zur Geschichte der Schullandheim-

bewegung und Schullandheimpadagogik. Teil 2: Vom Vorabend der Machtergreifung bis zur 

Stilllegung des NSLB(1933-1943/45), in:Das Schullandheim(2000), S.4-75. 

(24）拙稿「1930年代ドイツにおけるシュールラントハイム」 『日本の教育史学J第 46集

(2003年）、 241-259頁。

(25) V gl. Wolfgang, Scheibe: Die rφrmpiidagogische Bewegung 1900-1932, Weinheim/ Berlin/ 

Basel, 1969; Rりhrs,Hermann: Die Reformpiidagogik. Uesprung und Verlauf in Europa, 

Hannover/Berlin/Darmstadt/Dortmund 1980. 

(26)Vgl. Kunert, Hubertus: Deutsche Reformpiidagogik und Faschismus, Hannover/Darmstadt/ 

Dortmund/Berlin 1973. 

(27）ドイツ新教育のアンピヴァレントな性格を指摘したエルカースは、 「子どもからの教

育」を標梼するドイツ新教育とは、本来的にはナチズムと因果的に結び付くものでは

ないとしつつも、都市の自由主義に対するルサンチマン感情から生み出された「民

族共同体j思想が新教育と結び付くことによって、 「民族のため教育」という考え方
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がドイツ新教育の中に生じてくるとしている（Oelkers, Jurgen: Padagogischer 

Liberalismus und nationale Gemeinschaft. Zur politischen Ambivalenz der Reform-

p語dagogikin Deutschland vor 1914, in: Hermann, Ulrich/Oelkers, Ji.irgen(Hg.): Piidagogik 

und Nationalsoziαlismus, Weinheim/Basel 1989, S.195蜘 219;Oelkers, Jurgen: Erziehung und 

Gemeinschaft. Eine historische Analyse reformp詰dagogischerOptionen, in: Berg，むhrista/

Ellger幽 Ruttgardt, Sieglind(Hg.): Du bist nichts, Dein Volk istαlles. Forschungen zum 

Verhaltnis von Pad，勾 ogikund Nationalsozialismus, Weinheim 1991, S.22-45.）。例えば、

本籍との関連において、ヴイツカースドルフ自由学校共同体の指導者であったグスタ

ブ・ヴィネケンは、戦争を、 「民族的生活に至るものjや「新たな民族的自己意識j

であるととらえてお号、彼の中では子どもにとっての情理的経験として第一次世界大

戦が称揚された。この点は、ドイツ新教育の中で「子どもからの教育」と f民族のた

めの教育jとがアンピヴァレントに結び付けられたことのひとつの証左であるとして

いるc こうしたエルカースによるドイツ新教育把握の重要性は、国内においては管見

の限り、 JII源氏と田村氏によって指摘されている (Jll瀬邦住「ドイツ新教育とナチス

の教育ーその連続性をめぐって－Jf東京学芸大学紀要第 1部門（教育軒学） j第 45

(1994年）、 79-88真、田村栄子（改革教育学運動とナチズムーパォル・エストラ

イヒの患想、についての一考察－Jf静関英和女学院短期大学紀要j第29集（1997

28ト295頁）。 Jfl瀬氏はエルカースの論に着目しながら、ナチスによって積謹的に取

り上げられた鵠面をももった控史的性格を有するものとしてドイツ新教育を理解す

ることの吾、要性を述べており、その事関研究としてワーツを取り上げたりII瀬邦臣

［五．リーツの共同体教育論Jf東京学芸大学紀要第 1部門（教育科学） j第 47

(1996年）、 229-238真。 Jll瀬邦臣「H，ワーツの教育者論j f東京学芸大学紀要第

1部門（教育科学） J第48集（1997年）、 31-42頁）。また田村氏も上記の論文に

いて、 fブオルクj概念を軸としてエストライヒの思想、のアンピヴァレントな儲酉を

指摘している。
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